
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年度 

地方創生推進交付金事業 

の効果検証 

 

 

 

 

 

 

平成30年9月 

射 水 市 

 

 

 

資料２ 



1 
 

平成２９年度に国の地方創生推進交付金を活用した事業は、以下のとおり。 
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　②「海のあるスイス」をめざすＡＬＬ富山観光プロジェクト　

事業費

＜事業概要＞

目標値

実績値

目標値

実績値

目標値

実績値

＜主な取組及び成果＞
1

＜今後の取組＞
1

Ｈ32

1,851億円 2,110億円

1,635億円 集計中

900,000人 1,150,000人

2,577千円
1,288千円

　平成28年５月に日本版DMO候補法人として登録された（公社）とやま観光推進機構を中心に、
「選ばれ続ける観光地　富山」を目指し、官民一体となって「マーケティング＝売れる仕組み
づくり」と「ブランディング＝上質なライフスタイルのブランドイメージの確立」に重点的に
取り組む。
●戦略的な観光地域づくり・広域観光の拠点化
●富山らしい魅力創出・戦略的なプロモーション
●美術館・博物館・芸術文化施設等の魅力向上・発信による誘客促進
●首都圏等での戦略的情報発信による富山のブランド力アップ
●季節に応じた富山の食の魅力の発信・イベント開催等を通じた「食のとやまブランド」の確
立

県立美術館等の年間来館者数(人)
450,000人 520,000人

397,000人 1,554,012人

交付金額

富山県全体の観光消費額（億円）

508,000人 698,000人

Ｈ29

とやま観光推進機構（日本版DMO）の取組が県全体の地域経済活性化につながるよう、連携自
治体・市町村観光協会・観光事業者等と協力の上、特に当該市の観光振興施策に取り組む。

知名度・魅力度向上、観光客の誘致促進を図るため、(公社）とやま観光推進機構が中心とな
り、県内１５市町村が県とタイアップして戦略的な観光地域づくりに向け、各種マーケティン
グデータに基づく事業を推進した結果、県及び県内市町村と連携して様々な情報発信すること
で、オール富山で戦略的な魅力発信を行うことができた。

首都圏のアンテナショップへの来館者数(人)

ＫＰＩ Ｈ26


